
氏名 関根　俊一

所属学会
美術史学会、アートドキュメンテーション学会、記録管理学会、宗教文化史学会、密教図像学会
ほか

専門分野 日本美術史、日本工芸史

研究課題 仏教美術史の中でもとくに仏教工芸史、密教工芸史。他に、正倉院宝物など。

平　成　26　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

最終学歴 慶應義塾大学大学院文学研究科哲学専攻（美学美術史）修士課程修了

取得学位 文学修士

通信教育部担当科目

・美術史概論
・
・
・

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

学部担当科目

・美術史概論
・美術史特殊講義
・美術史講読
・美術史実習
・美術史演習
・奈良文化論

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・美術工芸史特殊講義Ⅰ
・美術工芸史演習Ⅰ
・
・

大学院博士後期課程
担当科目

・美術工芸史特殊研究Ⅰ
・
・
・

　【社会的活動】

文部科学省文化審議会専門委員文化財部会委員、文化財保護審議会委員（奈良県・和歌山
県・三重県・京都市・奈良市・安堵町・上北山村）、京丹後市史編纂委員、奈良県「日本と東アジ
アの未来を考える委員会」委員、奈良県文化振興課歴史展示企画会議委員、奈良県伝統工芸
品指定委員会委員、奈良国立博物館勧修寺繡帳修理検討会委員、四天王寺聖霊会宮殿等調
査専門家会議委員、和歌山県立博物館協議会委員、和歌山県立博物館美術資料選定委員会
委員、春日大社模造事業（文化庁）委員、橿原考古学研究所特別指導研究員、帝塚山大学名誉
教授

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

授業科目



共著

共著

単著

単著

単著

単著

単著

単著

研究業績[著書、学術論文等]

（著書）

③

④

①日本美術全集　密教寺院か
ら平等院へ

2014年12月 小学館 主として工芸品の解説を担当

②古代を創った人びと　天武天
皇・持統天皇

2015年3月 奈良県 「白鳳美術」の章を担当

①法具絵図考（二）－『三宝物
具鈔』所載法具について－

2015年3月
『日本文化史研究』46
号

宗淵『三宝物具鈔』に所載の主として東
寺・空海請来法具について形式や図写
の背景について検討を加えた。

②灌頂道具絵図」図写の一断
面
　－『醍醐寺三宝院并遍智院灌
頂道具絵様寸尺等』をめぐって
－

2015年3月 『文化財学報』33号

『醍醐寺三宝院并遍智院灌頂道具絵
様寸尺等』の最古と考えられる写本の
全容を掲げ、灌頂道具絵図の図写背
景と一部道具の形式的・装飾的特徴を
考察した。

⑤

（学術論文）

⑤

（学会発表）

③密教法具について 2014年12月
『日本美術全集　密教
寺院から平等院へ』所
収

密教法具について概観しながら、とくに
密教儀礼との関連において、用途面に
も配慮しながら考察を加えた。

④

③

④

①

②

文化財同好会『会報』
39号

⑤

（その他）

⑤

単著､
共著
の別

著書､学術論文等の名称
発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

概　　　　　　　要

③洛西の仏像（一） 2015年3月 『近畿文化』784号

④

①大和の梵天・帝釈天 2014年4月 『近畿文化』773号

②正倉院と天平工芸 2014年10月


